
 

１ 審議会名 平成２３年度第４回安曇野市介護保険等運営協議会              

２ 日  時 平成２４年３月２３日 午後１時 から午後２時４５分まで 

３ 会  場 穂高健康支援センター集団指導室 

４ 出席者 須澤運営協議会会長、丸山好夫運営協議会副会長、松井委員、山田委員、松嶋委員 

丸山三恵子委員、有賀委員、大神委員、前島委員、高山委員、細川委員 

５ 市側出席者 務台健康福祉部長、等々力高齢者介護課長、等々力介護保険係長、曽根原高齢者福祉

係長、宮下介護予防係長、西澤（事務局担当者） 

６ 公開・非公開の別 公開           

７ 傍聴人  ０人    記者  ０人  

８ 会議概要作成年月日     平成２４年３月２９日  

協  議  事  項  等 

 １ 会議の概要 

進 行 （等々力高齢者介護課長） 

（１）開 会（丸山副会長） 

（２）あいさつ（務台部長、須澤会長） 

   務台部長より委員の皆さまの任期満了につき計画策定の御礼及び任期中のご尽力に対しての謝辞がなされ 

た。 

  須澤会長より、委員の皆さまへの任期中のご尽力への謝辞がなされた。 

（３）協議事項（進行及び座長 須澤会長） 

１）「老人福祉計画・第５期介護保険事業計画」についての報告 

   ①介護保険給付額について1月の広域会議により他市の広域介護保険施設建設計画が明確になったこと 

や介護報酬改定等の影響（0.7%増）により給付見込額が増加したことについての報告。 

②パブリックコメントにより、市民の皆さまよりいただいたご意見についての報告。及びそれによる変更 

点の報告。説明 介護保険係西澤 

③決定した地域支援事業計画について再度、総括的に報告 説明・宮下介護予防係長 

④決定した高齢者福祉事業について再度、総括的に報告 説明・曽根原高齢者福祉係長 

２）「保険料の改定（平成24年度～26年度）」についての報告 

   ①基準額及び、決定した所得段階についての報告。 説明・介護保険係 西 澤 

  

意 見  

計画書の資料編に掲載されているアンケート（高齢者実態調査）について目次にアンケートの詳細を載せた 

方がよいのでは。 

回 答  

  そのように対応します。 

 

３）「安曇野市地域密着型サービス等運営協議会（案）」の設置及び「安曇野市介護保険関連サービス基盤整 

備に係る選考会（案）」の設置について。 

    安曇野市地域密着型介護保険事業所ならびに市内の介護保険サービス事業所・施設の適正な運営・選考・ 

指定が行われるように、協議会の設置を行いたいと考えている。素案をまとめたので皆様のご意見を伺い 

たい。 

①平成24年度から介護保険事業計画で計画した施設については、公募制をとり、公平かつ適正に選考を行 

うために、要綱で定めて行いたい。また、同機関において地域密着型介護保険事業者の運営状況について 

も審議を行いたい。 

②組織をいくつも作ることは事務の煩雑化につながり、どの組織にも兼任される方が出る事が予想するた 

め介護保険等運営協議会の委員の皆さまにご兼任いただき、会議日を同一にすることで煩雑化を解消した 

いたいと考えている。説明 介護保険係 西 澤 

   

  質 義 

    ①選考の必要性について議論するのに、今までは、どのようにして選考してきたのか？また、近隣の市町 

村の状況はどうか。 

     

  回 答 

    今までは地域密着型等サービスを希望する事業者も多くはなく、ご相談をいただいた中より、介護保険計 

画に照らし合わせて選考を行っていたと前任者より伺っている。この数年間は、世の中の情勢が不安定で 
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協  議  事  項  等 

 遊休地の利用方法として堅実な高齢者施設建設を希望される方が増えてきたため、高齢者事業を行ったこ 

とのない方の参入もあるため、明確で公正適切な事業者選考が必要になっております。また適切でなければ

事業計画にあっても選考しない選択肢もあります。 

 近隣のでは、松本市が選考会形式で行っており、長野市でも行っております。また現在建設中の塩尻市の

介護保険施設選考については選考要綱を設けたと伺っております。 

  質 疑 

②平成24年度計画から選考を行うとのことだが、趣旨は認めるものの、24年度中に今から募集を行って間に

合うのか。また、どのような予定なのか。 

 

  回 答 

    ②平成23年度中の事業者意向調査を基に計画を策定してあるので、24年度事業開始希望の事業者は存在して 

いる。慨案まではできていると考えるので、可能であると考えている。選考された事業者の状況を踏まえ 

運営協議会に諮りながら進めていきたい。 

 24年度については、5月募集6月選考の予定で考えております。 

  

  質 疑 

    ③事業者選考には、具体的な内容が無いと選考ができないと考える。他市の選考方法を参考にしておおいに 

実施していくべきであると考える。実施は絶対に必要である。 

  回 答 

    ③他市の例を参考に、選考基準、方法を設けます。 

 

  質 疑 

    ④要綱をみると、運営協議会の会長が新しい会の会長を兼務することになっているが、選考会の会長も兼務 

するのか？利権がともなう内容なので、選考には利権に絡まない方を長と定めた方が良いと思うが。 

  回 答 

    ④選考委員は会長が、選考する事業者と利害関係のない方を指名（選考方針に沿って）し、選考会の会長 

は、選考委員の互選で選定するとしてあります。 

  事務局 

    この会議の中においては、現行の案で進めていってもよろしいでしょうか。 

    ※協議会とての承諾をいただいた。 

 

 ４）その他質疑事項 

  質 疑 

    今朝の新聞で見たが安曇野市の回復期の方に対する医療とリハビリとの連携はできているのか。行政として 

は、何か行っているのか。 

  関連の委員より 

    現状でも退院時の病院と居宅支援事業所、訪問・通所リハビリ事業所では、連携を取って行っている。 

  回 答 

    市内にも回復期病棟がある医療施設もあり、病院と居宅支援事業所が核になって連携を取っていただいてい 

ます。 

  意 見 

    不審者が多い世の中なので、訪問時は民生委員と地域包括は連絡を密にとって、高齢者が安心してサービス 

    を受けられるような体制を取った方が良い。 

  回 答 

    現在も連絡を取っているが、さらに心掛けます。 

（４） 閉  会（丸山副会長） 




